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議 事 日 程  （第３号） 

 

平成29年１月６日（金）午前10時開議 

 

日程第１ 議案第88号  湖西市民会館条例を廃止する条例制定について 

日程第２ 議案第89号  湖西市勤労青少年ホーム条例を廃止する条例制定について 

日程第３ 議案第90号  湖西市立幼稚園一時預かりに関する条例制定について 

日程第４ 議案第91号  湖西市印鑑条例の一部を改正する条例制定について 

日程第５ 議案第92号  湖西市手数料徴収条例の一部を改正する条例制定について 

日程第６ 議案第93号  湖西市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 

日程第７ 議案第94号  湖西市特別職の職員で常勤の者の給料等に関する条例の一部を改正する条例制定につ 

            いて 
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            について 

日程第９ 議案第96号  湖西市議会の議決に付すべき公の施設の廃止又は長期かつ独占的利用に関する条例 

            の一部を改正する条例制定について 

日程第10 議案第97号  湖西市新居地域センター条例の一部を改正する条例制定について 

日程第11 議案第98号  工場立地法第４条の２第２項に規定する準則を定める条例の一部を改正する条例制定 

            について 

日程第12 議案第99号  湖西市病院事業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例制定に 

            ついて 

日程第13 議案第101号  公の施設の指定管理者の指定について 

日程第14 議案第102号  平成28年度湖西市一般会計補正予算（第４号） 

日程第15 議案第103号  平成28年度湖西市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第16 議案第104号  平成28年度湖西市水道事業会計補正予算（第２号） 
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午前10時00分 開議 

○議長（二橋益良） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日、撮影を許可した者に許可証を交付しており

ますので御報告をさせていただきます。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 次に、損害賠償の額の決定及

び和解について、環境部長から報告がございます。

環境部長。 

  〔環境部長 松本省貴登壇〕 

○環境部長（松本省貴） 地方自治法第180条第１

項の規定に基づき、損害賠償の額の決定及び和解に

関しまして行いました専決処分について、同条第２

項の規定により御報告を申し上げます。お手元の資

料をごらんください。 

 この損害賠償につきましては、平成28年４月９日

土曜日午前10時ごろ、こさい春の緑花フェアに来場

し、新居文化公園横の臨時駐車場から軽自動車で帰

宅しようとしたところ、雑草で覆われ見えない状態

になっていたコンクリート製の排水管に衝突し、バ

ンパー下部を破損したものでございます。 

 このたび、損害賠償として９万2,696円を支払う

ことで示談が成立いたしましたので、平成28年12月

16日に専決処分をさせていただきました。 

 事故が起きました排水管が露出をしている箇所に

は短管パイプで囲いを設け、危険箇所であることが

わかるよう安全対策を講じました。また、今後のイ

ベント開催に当たりましては、事前に危険箇所を確

認して安全対策を徹底してまいります。御理解賜り

ますようお願いいたします。大変御迷惑をおかけし

ました。以上で報告とさせていただきます。 

○議長（二橋益良） 報告は終わりました。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第１ 議案第88号 湖西

市民会館条例を廃止する条例制定についてを議題と

いたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 これより議案第88号の採決に入りますが、本件は

地方自治法第244条の２第２項並びに湖西市議会の

議決に付すべき公の施設の廃止又は長期かつ独占的

利用に関する条例第２条の規定により、特別多数議

決の案件でございますので、議員定数の半数以上が

出席し、出席議員の３分の２以上の者の同意を必要

といたします。また、この場合、議長も表決権を有

しますので、ただいまの表決権を有する出席議員は

18名であります。 

 それでは議案第88号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第88号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第２ 議案第89号 湖西

市勤労青少年ホーム条例を廃止する条例制定につい

てを議題といたします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。初めに７番 渡辺 貢君

の発言を許します。７番 渡辺 貢君。 

  〔７番 渡辺 貢登壇〕 

○７番（渡辺 貢） ７番 渡辺 貢であります。

議案第89号 湖西市勤労青少年ホーム条例を廃止す

る条例制定についてお尋ねをいたします。 

 まず、この件についてはこれまでの説明ですと29
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年度以降、ことしの４月からですね。空き家状態に

なるというふうに思いますけれども、４月以降の建

物の管理はどのように行っていくお考えか説明をお

願いします。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いいたします。市

民経済部長。登壇してお願いします。 

  〔市民経済部長 長田尚史登壇〕 

○市民経済部長（長田尚史） それではお答えいた

します。 

 今まで社会教育課が行ってきました施設の管理業

務につきましては、平成29年度からは商工観光課で

引き継ぐ予定となっております。 

 現在、事務所として利用されている３つの団体に

つきましては、平成29年度中に移転をしていただく

ということでお願いをしているところでございます。 

 また、今後老朽化に伴う破損が著しい本施設につ

きましては、撤去するという方向で予定しておりま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） ７番 渡辺 貢君、よろしい

ですか。 

○７番（渡辺 貢） 私は市民会館とちょっとごっ

ちゃになっていたのかなと思いますけれども、29年

度中に移転をということは、まだこれから４月以降

もそこに存在をして、移転の準備が整ったらあいて

いくと、そういう理解でよろしいですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） そのようなお考えで

結構だと思います。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） わかりました。 

 それでは次のもう一点ですが、古いものは、老朽

化したものは片づけていくということですが、説明

では30年度以降に建物を撤去するということの説明

があったかと思いますけれども、その先のことです

ので、まだこれからということかもしれませんけれ

ども、跡地利用はどのような構想を持っておられる

か、その辺を説明お願いします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 勤労青少年ホームに

つきましては、公共施設再配置計画を意識しまして、

維持管理経費等の削減を目的として、平成30年度以

降に撤去することを計画しております。 

 撤去後の敷地利用につきましては、借地の部分も

ございますので、周辺施設もありますので、駐車場

の確保等も考慮して、これからになりますが、総合

的に検討してまいりたいと考えております。以上で

ございます。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） わかりました。終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、７番 渡辺 貢君の

質疑を終わります。 

 次に16番 中村博行君の発言を許します。16番 

中村博行君。 

  〔16番 中村博行登壇〕 

○16番（中村博行） 16番 中村博行です。通告書、

質疑通告の内容でもって伺わさせてもらいます。 

 公式の場では正式には聞いてないもんですから、

用途を廃止しようとする、そのどんな理由で廃止す

るのか。お願いします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。登壇してお願

いします。 

  〔市民経済部長 長田尚史登壇〕 

○市民経済部長（長田尚史） それではお答えいた

します。 

 当該施設につきましては、働く若者の余暇を利用

して教養の向上やスポーツ活動を行う施設として、

勤労青少年福祉法に基づき昭和48年に開設されまし

た。平成27年10月に勤労青少年福祉法が、青少年の

雇用の促進等に関する法律に名前が変わりまして、

改名され、地方自治体が勤労青少年ホームを設置す

る根拠が削除されました。 

 近年では、若者の講座への参加が減少し、講座の

利用者の年齢も40歳以上の方が４割を占めること、

かつ施設の老朽化も著しく多額の修繕料も見込まれ

ることから、平成27年度をもちまして当該施設で行

う教養講座を終了し、平成28年度、今年度６月から

は部屋の貸し出しも行っておりません。 

 本施設につきましては、開設時の目的を全うした

と判断し、施設の用途を廃止するものでございます。

以上です。 
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○議長（二橋益良） 16番 中村博行君、よろしい

ですか。 

○16番（中村博行） 老朽化と、その用途が今まで

の目的が終わったものでやめるという話なんですが、

施設としてはまだ残っておって、これから１年、使

うような状態にあるということですので、もったい

ないという考え方もあると思うんですが、これをあ

る程度使おうというような検討をなされたのか、な

されないのか、その辺をお願いします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） お答えします。 

 施設を再利用しようという検討はさせていただき

ました。ただし現在も空調ですとか雨漏りの状態が

ありまして、それを改装していくにはということで、

相当の経費がかかるということもございまして、そ

の辺を含めて総合的に用途の廃止を判断したという

結果になっております。以上です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 費用がかかると言われても、

どのくらいの費用か、その辺は。それと一番の問題

はやはり今言う話の老朽化よりも雨漏りという観点

があると思うんですが、その雨漏りの点については

どのくらいの費用がかかるですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） お答えします。 

 雨漏りに関してのみでございますと、約700万ほ

どかかるというふうに聞いております。以上です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 私は実際、その勤労会館も行

ってみました。２階の部分は前の部分と後ろの部分

が広い場所があります。そこには当然事務関係のも

のは移れるような状態になってると思うんですが、

今、市民会館がこれからなくなるということで、部

屋数が市民会館だけでも、少なくとも10前後はなく

なってしまうと。中にいる人もどこか行かなくては

いかんということで、当然そういう検討の中で、

700万なら私はある程度修繕して、そっちに移った

らどうかなというふうに思いますが、そういうふう

な判断に至らなかったのはどういう内容でしょうか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 実際に施設のほうの

教室のほうとか会議室のほうの改修も、今後使うと

いうことになると相当な経費がかかるということで、

雨漏りだけなら多分そういう感じはできると思うん

ですけど、施設全体を考えて、皆さんに貸す、貸し

館という形で再整備をしていくと、相当な費用がか

かってしまうということで判断させていただきまし

た。以上です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） 使う身になるとやはり駐車場

があっていろいろ今の所が使いやすいわけなんです。

利用者の面から考えてみても、れんが館とか何か行

った場合の駐車場がないとか、北部のほう行けば、

北部のほうは建物はあるんだけどが交通の出入りが

いろいろ激しくて、出入りがしづらいとか、そうい

う問題もあるもんですから、私は本当は今の場所で

700万なら700万で修理してもらって、市民の便利を

考えてもらいたかったということを思います。そう

いうことを申し上げて、次の質問に移ります。 

 施設の利用をしている団体とはどのように調整さ

れているのか。これについてお願いします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） お答えいたします。 

 昨年10月20日に勤労青少年ホームを利用している

公益的団体である湖西用水土地改良区、あと湖西市

文化協会、浜松市勤労福祉協会の３団体に対しまし

て、平成29年度以降の勤労青少年ホームの運営につ

いて御説明させていただきました。 

 ３団体につきましては、平成30年３月31日、来年

度末になりますが、までの期限を区切って、今後建

物や設備の修繕が見込めないこと、市民会館と同じ

時期に建設され耐震性も不安が残る建物であること、

また建物や設備の故障、破損により、入所団体に退

去をお願いしなければならないことを御説明させて

いただきました。 

 特に利用団体においても平成29年度の事業計画を

検討する時期でございますので、移転対応の予算化

を検討する必要がありますことから、市の方針を少

しでも早く情報提供いたしまして、それぞれの主管

課と協議をしながら、今後の対応の検討をお願いし
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たところでございます。また、今後も必要により利

用に関しての調整のための打ち合わせ等を行ってい

く予定で考えております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） そうするとまだ調整の段階で、

どういうふうになるかはまだ決まってないというこ

とですね。確認させてください。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 移転先につきまして

は、まだ決まってない団体もございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） それぞれ各団体も要望があっ

て、今までの仕事の都合で自分たちの活動しやすい

所を要望している内容があると思うんですが、そこ

ら辺については団体のほうの要望を聞き入れてもら

えるかどうか、その辺のことはひとつお答えいただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） それぞれの団体との

御要望とか協議に関しては、今後も話を続けていき

たいと考えております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） ぜひとも前向きな考え方で、

ひとつ協議してもらって、スムーズに行けるように

ひとつお願いしたいと思います。 

 最後にちょっと教育長にお聞きしたいんですが、

市民会館も部屋がなくなるということで、またそれ

を利用したい勤労者青少年ホームというんですか、

そこの部屋もなくなるということでいろいろ社会教

育とかそういった関係で活動してる部分が、いろい

ろ場所がなくなるということで皆さん心配しておら

れるので、教育長としてそこら辺の方策を、これか

らどういうふうに考えているのか、済みません、だ

けお願いします。 

○議長（二橋益良） 答弁よろしいですか。教育長。 

○教育長（山下宗茂） 社会教育の観点から行きま

すと、現在、西部公民館、それから南部構造改善セ

ンター、それから北部多目的集会施設、これら３施

設で公開講座、それから諸活動等を行っていただい

ている状況であります。そういう意味におきまして

は、中心部に活動する施設が若干減るということに

なりますけれども、社会教育の点から考えれば、こ

の３施設で十分活用ができるのではないかなという

ふうに考えています。 

 ただ、その社会教育の活動と会議室等の部屋がな

くなるということはまた別の観点かなというふうに

考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 中村博行君。 

○16番（中村博行） ありがとうございました。以

上をもちまして終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で16番 中村博行君の質

疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方

はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 これより議案第89号の採決に入りますが、本件は

地方自治法第244条の２第２項並びに湖西市議会の

議決に付すべき公の施設の廃止又は長期かつ独占的

利用に関する条例第２条の規定により、特別多数議

決の案件でありますので、議員定数の半数以上が出

席し、出席議員の３分の２以上の者の同意を必要と

いたします。また、この場合、議長も表決権を有し

ますので、ただいまの表決権を有する出席議員数は

18名であります。 

 それでは議案第89号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） ただいまの賛成議員17名であ

ります。３分の２を超えておりますので、本案は原
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案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第３ 議案第90号 湖西

市立幼稚園一時預かりに関する条例制定についてを

議題といたします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。初めに５番 楠 浩幸君

の発言を許します。５番 楠 浩幸君。 

  〔５番 楠 浩幸登壇〕 

○５番（楠 浩幸） ５番 楠 浩幸でございます。

議案第90号につきまして、３点ほど通告してござい

ますので、１つずつお伺いしたいと思います。 

 まず、今回の条例制定に当たり、緊急的な一時預

かりに対する対応というふうに伺っております。こ

のニーズについてお伺いしたいと思います。 

 平成28年、昨年12月末現在で、育児休暇明け等の

理由で保育園に入所できなかった子供さんが延べ何

人いらっしゃったのか。ニーズのほうをお伺いした

いと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いいたします。教

育次長。登壇してお願いします。 

  〔教育次長 落合 進登壇〕 

○教育次長（落合 進） 楠議員にお答えいたしま

す。 

 今年度の入所待ち児童は、４月から12月までの間、

延べ人数で141人です。その後の入園決定、申請取

り下げ等がありまして、12月１日現在で入所待ち児

童は84人となっております。12月１日現在の状況に

つきまして、84人の入所待ち児童のうち事業所内保

育所在園児や他の保育園へ転園の希望者、あと求職

中等を除きますと、41人が緊急一時預かり保育のニ

ーズとなると考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） ５番 楠 浩幸君、よろしい

ですか。 

○５番（楠 浩幸） 12月現在で41人の方が対象に

なるよということで理解をしましたけれども、今回

の枠が15という枠だったと記憶をしているんですけ

れども、ここの枠に対するニーズに対しての対応は

どのようにお考えですか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 今回、新居幼稚園は15人

の定員を設定したのは、新居幼稚園の空き教室の面

積から換算しまして約15人がマックスかなというこ

とで定員といたしました。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） わかりました。まずはできる

ところから対応していって、全ての入所待ちの子供

さんがまだこれで解消できるということではないと

いうことで理解をしました。 

 ２つ目の質問に移りたいと思います。 

 実際に一時保育を行うわけなんですけれども、幼

稚園で保育を行うような形になろうかと思いますけ

れども、保育士の確保はどのように行っていくのか

をお伺いします。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 緊急一時預かり保育の対

象児童は、ゼロ歳から２歳のお子さんが多く占める

と想定しております。保育室の面積、年齢別の職員

の配置基準から、４人の保育士を配置する予定でご

ざいます。平成29年４月からの幼稚園・保育園の人

事配置及び非常勤保育士の募集により確保する予定

でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） ４人の職員さんを配置すると

いうことなんですけれども、今の答弁で、臨時の職

員というふうにお答えがあったんですけど、雇用形

態は４人とも臨時の雇用となるんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 正規の職員が２名と非常

勤の職員が２名、計４名と考えております。以上で

す。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） ありがとうございます。職員

確保に御尽力賜りたいというふうに思います。 

 ３つ目の質問に移りたいと思います。 

 緊急的な一時預かりの特性上、入所の児童が確定

ではなく、不安定になろうかと思います。先ほど、

４人の職員を配置するというふうに御答弁いただき

ましたけれども、幼稚園と一時預かりの保育の部分

との勤務の兼務ができるのかどうなのかというとこ
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ろもお伺いしたいと思います。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 今言いました４人につき

ましては、兼務という考え方ではなくて、あくまで

緊急一時預かり事業における職員数と考えておりま

す。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 専任という形で４人の方を雇

用するということで理解をしました。安心をしまし

た。預かる勤務の時間等で常任と臨時では扱いが異

なるというふうにも聞いておりますので、十分理解

をしました。ありがとうございました。以上で質問

を終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、５番 楠 浩幸君の

質疑を終わります。 

 続きまして７番 渡辺 貢君の発言を許します。

７番 渡辺 貢君。 

  〔７番 渡辺 貢登壇〕 

○７番（渡辺 貢） それでは７番 渡辺 貢であ

ります。同じく議案第90号についてお尋ねをさせて

いただきます。 

 通告をさせていただきました１番目については、

ただいまの御答弁で大体理解をいたしました。 

 ２番目の通告ですけども、15人の定員で実際には

需要よりもまだ供給は足りないという、そういう説

明になったかと思いますけども、部屋の都合でそう

いうことだということで仕方がないと思いますけど

も、15人を受け入れるための新居幼稚園の施設や、

スタッフの体制は今お聞きしましたので、施設の整

備ですね、予算の中にも備品とか修繕の予算が計上

されておりますけども、ちょっとその辺のどんなふ

うな受け入れ体制にしようとしてるのか。準備の状

況を教えていただきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いします。教育次

長。登壇してお願いします。 

  〔教育次長 落合 進登壇〕 

○教育次長（落合 進） 渡辺議員にお答えいたし

ます。 

 この緊急一時預かり保育の実施園を選定するに当

たりまして、最小限の施設改修で対応できることを

前提に検討してまいりました。新居幼稚園に関しま

しては、議員も御承知のとおり空き教室の有効利用

ができること、また給食の調理施設がそろっている

こと、既存の施設の軽微な改修で対応できるような

状況でございます。 

 改修の内容につきましては、保育室の床材を、今

現在じゅうたんですけれども、じゅうたんを、衝撃

の緩和等を考慮いたしまして、また汚れをすぐに拭

き取ることができるクッションフロアへの張りかえ、

あとトイレに沐浴用のシャワーの設置、乳児の身長

に合わせた洗面台の改修、安全面を考慮したフェン

スの取りつけ、保育室のエアコンの設置などでござ

います。 

 今議会に改修費にかかる補正予算を提案し、議決

をいただきましたら３月までに保育室の改修、備品、

消耗品の準備等を行い、４月の開始に間に合うよう

に考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） 説明はわかりました。できる

ことから少しでも待ってる方を何とかしようという、

そういう姿勢は評価をさせていただきますが、まだ

十分ではないと、足りないということですので、な

お一層の検討、努力をお願いしたいと思います。終

わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、７番 渡辺 貢君の

質疑を終わります。 

 次に６番 佐原佳美さんの発言を許します。６番 

佐原佳美さん。 

  〔６番 佐原佳美登壇〕 

○６番（佐原佳美） ６番 佐原佳美でございます。

議案第90号についてお伺いいたします。 

 条例の第３条（１）に「当該園児が在籍する幼稚

園において当該園児の開園日の教育時間終了後に行

う一時預かり」とありますが、現在未実施の２園に

ついて、今後実施していく予定はいかがですか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。登壇してお願いし

ます。 

  〔教育次長 落合 進登壇〕 

○教育次長（落合 進） 佐原議員にお答えいたし

ます。 
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 教育時間終了後に行う一時預かり保育未実施園に

つきましては、新所幼稚園、知波田幼稚園の小規模

２園でございます。両園で行っている保護者アンケ

ート及び今年度から始めましたセンター方式により

ます白須賀幼稚園での実施している長期休園日にお

ける一時預かり保育の利用の状況から、ニーズは少

ないように思われます。ただし、今後も継続して保

護者のニーズ把握に努めてまいりたいと考えており

ます。以上です。 

○議長（二橋益良） ６番 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） ニーズ把握のアンケートのほ

うは毎年園児も入れかわりまして、保護者もかわり

ますので、アンケートのほうは実施して正確なニー

ズを把握していただきたいと思います。 

 それから２番目に移ります。 

 緊急一時預かりについては、昨年の10月28日の全

協であらあら説明はお聞きいたしましたが、今回の

参考資料にもそうですけれども、保育園入所待ち児

童のうちという対象者の書き出しに始まっておりま

すが、具体的にはどのような利用者を想定している

のか、お聞きいたします。 

 また、15人という対象人数を設けられております

が、年度途中での利用は可能なのか。よろしくお願

いいたします。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） この緊急一時預かり保育

は、入所待ち児童のうち育児休業の延長ができない、

また産前産後等の理由で保育園に入ることができな

いお子さんを対象としております。年齢はゼロから

５歳児を対象としておりますけれども、ゼロ歳から、

先ほど申しましたように２歳までのお子さんが多い

ように想定しております。 

 また就労の状況、産前産後の休暇等、緊急一時預

かり保育を希望される保護者の状況は日々変化する

と思います。年度での利用ではなく、国の示す配置

基準内であれば、月ごとの利用が可能となりますの

で、年度途中の利用は可能だと考えております。以

上です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） ありがとうございます。大前

提として、待機児童の解消という策ということでで

てきたところではありますが、議案書８ページにあ

ります湖西市立幼稚園一時預かりに関する条例の第

４条の３番目、「緊急一時預かりの対象者は、湖西

市に住所を有する保育認定子どもであって、保護者

の就労、疾病等により保育を必要とするもの」と書

かれております。この条例の中には待機児童の方と

いう表記がないのですが、説明は全て待機児童に対

しての今おっしゃられたように産前産後休暇や育休

の延長ができない等の理由で保育園に入れない緊急

的な利用者とあります。この条例の中の第４条３の

中に疾病というのもあって、私はうれしく思っては

おりますが、そこら辺はいかがなんでしょうか。入

所待ち児童というか、待機児童という明文化された

ものがないんですけれども。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） あくまで待機でなくて入

所待ちの児童さんを対象としてるというとこで御理

解いただきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） 保育園の入所待ち児童という

ことで設けられたという趣旨ですね。が、入所待ち

児童という言葉がありますかね。ない。ないけどよ

ろしいのかということを御確認させていただきまし

たけれども。 

 それと、私の言わんとすることは、市民の中で普

通の保育園等で緊急な親御さん、在園児の兄弟とか

でなくても全く未利用の方でも地域の中で親の疾病

等で緊急に保育を必要とする方が見えた場合には、

対応してくださるというのは知ってはおります。あ

るいはお産のために上の子供を預けるとか、そうい

うのは一時的にやっていただいてるというのはある

んですけども、それとはここの４条３の中にある疾

病というのは、お産は疾病ではないですけれども、

今までやっている園の一時預かりと、この緊急一時

預かり、あくまでもこの緊急一時預かりというのは

入所待ち児童というふうに考えるということでよろ

しいですか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） うまくお答えできるかど
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うかわからないですけれども、一応保育園に入園す

るときの条件が幾つかございます。今回のこの緊急

一時預かりにつきましては、本来でしたら休職中の

方も申し込みはできるんですけれども、緊急預かり

につきましては先ほど言いましたように育児休暇が

延長ができなくてどうしても働かなければならない

親御さんだとか、産前産後の休暇等、どうしても預

けてほしいという方を対象としておりますので、あ

くまで入所待ちというのは御本人が希望される保育

園に入れないで待ってる方という意味で捉えていた

だければいいのかなと思いますけど。答えになって

ませんかね。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） 意味はよくわかりましたが、

その４条３のところの文章に、その辺の意図が文章

として盛り込まれてないんですけれども、このまま

この条例文で、今の説明が通用するものなのかなと

いう。この文章だけ見ると、そのようにはちょっと

受け取れないもんですから。この条例でこのまま可

決していってよろしいものかなという不安があった

のでお聞きしております。 

○議長（二橋益良） 答弁いただきますか。 

○６番（佐原佳美） はい。あればお願いいたしま

す。一応全部３条も読んでおるつもりですけれども。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 済みませんでした。第４

条第３項の規定は、就労や疾病等に保育を必要とす

るお子さんが対象者ですよというふうにうたってあ

るんですけれども、それが入所待ちというふうに読

めないですか。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） 私はいろいろな説明、参考資

料とか全協での説明の書き足しが「入所待ち児童の

うち」というのが大前提になっているけれども、４

条の３に「入所待ち児童のうち」の方がこの緊急一

時預かりを受けれますというのは、条例の中に文章

化されてないので、こういう条例でよろしいのです

かということを聞いております。 

 それと、地域の一般的な病気の方も受け入れる保

育園がありますけれども、そこへ行く人とは全く別

ですねということを聞きました。わかりましたかで

すかね。 

○議長（二橋益良） 暫時休憩といたします。 

午前10時46分 休憩 

───────────────── 

午前10時48分 再開 

○議長（二橋益良） それでは休憩を解いて会議を

再開いたします。 

 答弁をお願いします。教育次長。 

○教育次長（落合 進） 議員おっしゃっておりま

す第４条の第３項ですね、保育認定子供でございま

すけれども、この規定は第２条の第５号で規定され

てるというところでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） よくわかりました。申しわけ

ありません、お時間とらせまして。ありがとうござ

いました。では、終わらせていただきます。ありが

とうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、６番 佐原佳美さん

の質疑を終わります。 

 次に８番 吉田建二君の発言を許します。８番 

吉田建二君。 

  〔８番 吉田建二登壇〕 

○８番（吉田建二） お尋ねをいたします。８番 

吉田でございます。 

 最初に、緊急一時預かりについて、急に申し込み

があるわけですけども、それが多数あった場合に、

いわゆる定数は15名ということで聞いてるわけです

けども、それを上回るような人数があった場合には、

断ることが生じ得るのか、そこら辺についての対応

の考え方というんですか、そこら辺についてお尋ね

をいたします。 

○議長（二橋益良） 教育次長。登壇してお願いし

ます。 

  〔教育次長 落合 進登壇〕 

○教育次長（落合 進） 吉田議員にお答えいたし

ます。 

 緊急一時預かり保育の定員は15人を予定しており

ます。利用の申し込みにつきましては、利用月の前

日の15日を期限とし、国の配置基準を超過すると予
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想される場合は、保育の利用指数点数表に基づき利

用調整を行わさせていただきます。したがいまして、

残念ながら利用をお断りするケースもございます。 

 今言いました利用指数点数表につきましては、通

常の保育園へ入所する場合も、その点数表によりま

して加点をして、点数の高い方から入園してもらう

というようなものでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） ８番 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） そうした場合、家族が急病だ

とか緊急な事態によって一時預かりをしたい、お願

いしたいということになったときに、断られるとい

うのは非常につらいと思われますけども、こういう

場合にはもういたし方ないというように取り扱って

しまうのか、何か対応を検討されてるのか、そこら

辺について、いま一度確認させてください。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 今回予定してます緊急一

時預かりにつきましては、月単位でお預かりできる

というところでございますけれども、今現在、保育

園でも一時預かり事業を行ってございます。それに

つきましては月に10日前後はお預かりできるという

ことでございますので、そこら辺を御紹介しながら

サービスを提供することを考えております。以上で

す。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 10日ぐらいならば、急な申し

込みであっても対応ができるよとこういう考え方で

あるというようなことを確認させていただきました。 

 それでは２番目の質問をお願いいたします。 

 緊急一時預かりの制度に関する問い合わせ状況、

今回こうやってやっていくんですよということをい

ろいろＰＲ、あるいは説明をされてると思いますけ

ども、問い合わせ状況はどんなぐあいなのか。また、

今はこの対象ではないけども、赤ちゃんが生まれた

ばかりだとか、いわゆる子育て中の市民の方にどの

程度理解されていると捉えているのか。理解されて

るということはどの程度周知されてると捉えている

のか、その点についてお伺いをいたします。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 済みません、吉田議員。

先ほどの質問の中で、私、答えを利用月の前日と言

いましたけども、前月の15日というところで御理解

いただきたいと思います。訂正させていただきます。 

○議長（二橋益良） では吉田建二君、訂正をお願

いします。 

○８番（吉田建二） 利用月の前月15日ということ

まで申し込みしますよということを説明受けました。

それですけども、急に家族や何やかやの病気になっ

た場合にはどうですかとお話をしましたら、そうい

うような場合には10日前後だったならば、10日間ぐ

らいだったならば預かることができるよと、そうい

う道が開かれてるとこういうことですので、ではそ

の15日に限らず、緊急の場合には申し込めばいいと

いうように私は理解したんですけど、そっちはまず

いですか。その点について、要は急に病気になった

ときに、本当に預かってもらいたいけどどうなのか

と、そういうときの対応をどう考えてるかというこ

とを私はお尋ねしてるわけでございます。 

○議長（二橋益良） それでは教育次長、登壇して

訂正をお願いします。 

  〔教育次長 落合 進登壇〕 

○教育次長（落合 進） 吉田議員、申しわけござ

いません。吉田議員の訂正を求めたのではございま

せん。私が本来答えるべきところを間違えたもので

すから訂正をお願いしたということです。 

 先ほどの質問で、利用するには申し込みの利用月

の前月と言わなければいけないところを、前日と私

言いましたので、そこだけ済みませんが、訂正をお

願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） まことにのみ込みが悪くて申

しわけありません。もう一遍確認させてください。 

 要は、利用されたいといった場合には、その利用

したいという月の前、前月の15日までに申し込みを

すると、こういうことですね。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） そのとおりでございます。

申しわけございません。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） そうしたら、緊急の場合には
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どうなりますかということをあれしたんです。最初

の質問のときには、そういうぐあいに前の月にあら

かじめ申し込みを受けて調整していくので、そんな

オーバーしてしまって、15人オーバーしてしまって

対応が困るようなことはない。その中で調整してい

きますとこういうことだったですけども、では緊急

の場合にはどうなりますかということで、断られて

しまうのはつらいじゃないですかと、こういうよう

なことでその点についてを確認させていただきます。

済みません、もう一度そこら辺わかりやすくお願い

いたします。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 済みません。行き違いが

ありました。 

 どうしても入れない場合には、現在保育園でも一

時預かり事業は行われてございます。それにつきま

しては月に10日単位ぐらいでお預かりできますので、

そちらのほうのサービスを情報提供してるという状

況でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） そうしましたら、この緊急一

時預かり事業ではなくして、各園のほうでやってい

る一時的な預かりを10日間ぐらいまでは対応できる

ので、そちらのほうの制度を利用してほしいと、こ

ういうことで理解すればよろしいわけですね。いず

れにしても、緊急に保育が、自分で見れない、そう

いうことで預かってほしいとこういうような場合に

は、そういうような道が開かれてるとこういうよう

に解釈してよろしいですか。これだけちょっと確認

させてください。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） はい。議員のおっしゃる

とおりでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） そうしましたら、２番目の質

問になるわけですけども、今回の緊急一時預かりの

制度、それからこの緊急一時預かりでないけども、

緊急な場合には保育園とかそちらのほうで10日間程

度預けられるというその制度、というような、こう

いう制度というものは市民の方にどの程度理解され

てる、周知されてるというように捉えておられるか、

その点について当局側の判断というんですか、捉え

ておられるその状況をお話しいただきたいと思いま

す。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 緊急一時預かり保育につ

きましては、教育委員会、総合教育会議の場で議題

として報告し、議事録をウエブサイトに掲載してご

ざいます。また今回、新居幼稚園での実施というこ

とで、次年度、円滑な運営をするために、新居幼稚

園の保護者への説明をしてございます。 

 教育委員会への問い合わせの状況でございますけ

れども、保育園の入所申し込みの際に、幼児教育課

また新居幼稚園等へお問い合わせいただくケースが

あります。 

 事業の内容につきましては、総合教育会議、福祉

教育委員会、新居幼稚園保護者への説明の場におい

て、好評を得ているというような認識でございます。

議決をいただいた後、来年度入所不承諾者へは不承

諾通知とともに案内文書を同封いたしまして、次年

度から緊急一時預かりもございますというような紹

介を、市のウエブサイトへの掲載等であわせて周知

していくと思ってございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 市のホームページに載せてい

くとか、あるいは新居幼稚園では説明会もされたと

いうようなことありますけども、いわゆる市長がよ

く言っておられる人口が減っていく、それで子育て

支援をしっかりやっていくんだということであるな

らば、この子育て支援を推進していくという意味に

おいて、特に市民の皆さんによく理解をしていただ

いて、こういうようなことで行政としては対応して

いくんだというようなことをしっかり市民の皆さん

にアピールしていくというんですかね、周知してい

ただきたいなと、こんな思いをもって質問をさせて

いただきました。今、次長のほうからは、今後ＰＲ

されるということですので、よろしくお願いいたし

ます。以上でございます。ありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、８番 吉田建二君の

質疑を終わります。 
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 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方

はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第90号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第90号は原案のとおり可決されました。 

 ここで暫時休憩といたします。再開は11時15分と

いたします。 

午前11時01分 休憩 

───────────────── 

午前11時15分 再開 

○議長（二橋益良） それでは休憩を解いて会議を

再開いたします。 

 日程第４ 議案第91号 湖西市印鑑条例の一部を

改正する条例制定についてを議題といたします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。初めに５番 楠 浩幸君

の発言を許します。５番 楠 浩幸君。 

  〔５番 楠 浩幸登壇〕 

○５番（楠 浩幸） ５番 楠 浩幸でございます。

議案第91号ですね。 

 今回御提案いただいた条例改正につきましては、

個人番号カード、マイナンバーカードですね、を所

有した者が受けることができるサービスというふう

に認識をしております。 

 この個人番号カードの所有者ですけども、湖西市

の状況を教えていただきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。登壇してお願

いします。 

  〔市民経済部長 長田尚史登壇〕 

○市民経済部長（長田尚史） それでは楠議員にお

答えいたします。 

 平成28年12月末時点での本市における個人番号カ

ード所有者数は、4,751人となります。これは市の

人口全体の約7.9％でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） ５番 楠 浩幸君、よろしい

ですか。 

○５番（楠 浩幸） 全体の7.9％の方しかまだこ

のサービスを受けることができないというようなこ

とで認識をしました。 

 次の質問に。これを踏まえて、このカード普及促

進に対しての方策をいかように考えておられるのか、

お伺いしたいと思います。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 個人番号カードの利

便性の向上といった国の方策を鑑み、本市でも今言

っておりますように平成29年３月からの証明書等の

コンビニ交付に向けて準備を進めているところでご

ざいます。 

 今後は特にカードの申請に関する啓発を中心に行

いたいと思ってますので、コンビニ交付や同じくカ

ードを利用するｅ－Ｔａｘですね、確定申告に利用

するｅ－Ｔａｘについての広報とあわせて強化して

いく予定でございます。 

 具体的には広報こさい、ウエブサイトによる情報

発信や、のぼり旗の設置による啓発、さらにはコン

ビニ交付について窓口でのチラシ配布を行うほか、

その他の市の公共施設やコンビニ店舗へのポスター

掲示などを予定して、普及を図りたいと考えており

ます。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 利便性のアピール、ＰＲが一

番大切だと思うんですけども、今回御説明いただい

た内容ですと、今印鑑証明の登録の証明書の発行、

これから利便性というふうに言われると、どんなサ

ービスがこれから予定をされているのか、もし普及

促進につながると思いますので、教えていただけれ
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ばと思います。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 利便性に関してでご

ざいますが、国のほう、他の自治体等と連携できる

ものにつきまして、29年７月から連携が始まると。

児童扶養手当等の申請にかかる添付書類が削減され

る。またマイポータルといいまして、本人が見れる

という形で、照会事項見れるということが始まると

いうふうに聞いてます。また、それに増しまして、

これからカードの利用がますます利便性が上がって

いくということで、今後につきましては例えば、ま

だ確実には決まっておりませんが、印鑑証明の窓口

で利用できる。また図書館カード等の利用もマイナ

ンバーカードでできるというふうな形で、ますます

利便性が増すような形でカードの普及を考えていく

ということで検討しているというところでございま

す。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） ありがとうございます。納税

の証明書、必要なくなったりですとか、非常に市民

としても手間が省けて、職員の皆様方にもその分の

工数が省いて市民サービスが余分に行うことができ

るということで、促進に努めていただきたいなとい

うふうに思います。ありがとうございます。質問を

終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、５番 楠 浩幸君の

質疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方

はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第91号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第91号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第５ 議案第92号 湖西

市手数料徴収条例の一部を改正する条例制定につい

てを議題といたします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。初めに５番 楠 浩幸君

の発言を許します。５番 楠 浩幸君。 

  〔５番 楠 浩幸登壇〕 

○５番（楠 浩幸） 議案第92号なんですけれども、

これ、議案説明を見てみますと、各種証明書の手数

料を免除することができるというようなことなんで

すけれども、実際に私ども市民が無料で証明を受け

ることをどのように知ることができるのかと、これ

をどのように知ってサービスを受けることができる

ようになるのか教えていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。登壇してお願

いします。 

  〔市民経済部長 長田尚史登壇〕 

○市民経済部長（長田尚史） 楠議員にお答えいた

します。 

 今回の条例改正により対象となるのは、申請など

に必要となる戸籍証明の手数料について、その無料

の取り扱いを「条例の定めるところによる」という

ふうに法律上で規定している場合となります。 

 主なものとしましては、公的年金の裁定請求、児

童扶養手当の申請、労働者災害補償保険や公害健康

被害補償の給付等の申請時に必要となる戸籍証明が

該当いたします。 

 広報につきましては、市外からの申請者なども広

報等で全ての方に周知するのは困難なところもござ

いますので、今後は戸籍証明の利用目的について必

ず申請の窓口で利用目的の確認を行い、当該サービ

スを御案内するという形で広報していきたいと考え
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ております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） そうしますと、私ども市民は

窓口のほうへ出向いて申請をすれば、職員さんのほ

うでチェックをしていただいて、無料で証明を受け

ることができるということでよろしかったでしょう

か。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 窓口で利用目的をお

っしゃっていただければ、無料になるものをこちら

のほうで確認して、減免という形にできると考えて

おります。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 窓口も複数の方で対応される

かと思いますけれども、どのようなチェックの仕方、

フィルターを、フィルターという言葉は適当ではな

いかもしれませんけれども、マニュアルですとかチ

ェックシートですとか、そういったような整備はも

う準備はされているんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 該当する法律につい

ては、本当に現在把握しているもので約30件ござい

ます。それについては一覧表とかマニュアルに記載

しまして、必ずそのことを確認して交付するという

形でミスを防止したいと考えております。以上でご

ざいます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） ミスのないように整備をして

いただきたいと思います。以上で質問を終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、５番 楠 浩幸君の

質疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方

はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第92号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第92号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第６ 議案第93号 湖西

市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制

定についてを議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論発言通告書が提出されてお

りますので、初めに反対討論、２番 菅沼 淳君の

発言を許します。２番 菅沼 淳君。 

  〔２番 菅沼 淳登壇〕 

○２番（菅沼 淳） ２番 菅沼 淳でございます。

議案第93号については、反対ということで発言をさ

せていただきます。 

 今回の条例改正は、人事院勧告の人件費増額に伴

うとの説明でありました。昨年の９月定例会におい

ても申し上げましたが、条例は地方公共団体の独自

のルールであります。それぞれの団体にはそれぞれ

の経済状況、納税者の所得状況などがあります。地

元団体のルールを改正するに当たり、それら地元の

事情は考慮、反映されているのでしょうか。 

 我が国の最高法規である憲法の15条において、公

務員は全体の奉仕者であると定められております。 
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 当市において公務員である職員の皆さんは、市の

ため、市民のために、職務を全うすべく日々努力を

されていることは、私自身、十分認識をしておりま

す。しかしながら、多くの市民が行政に対して、予

算がない、財源がないと切り捨てながら、一方では

みずから率先して待遇を改善し身分の保障をしてい

ると、必ずしも切り捨てるわけでないにしても、そ

のような印象を持っているのです。政治においては、

奉仕者である公務員の身分保障が優先されるのでし

ょうか。誰が主役なのでしょうか。 

 また病院職員の人件費についても、毎年多額の税

金を繰り入れ、赤字計上の経営において増額するこ

とは、到底市民の理解を得られるものではないと考

えます。民間では考えられない、あり得ないことで

あります。病院運営の改善についても、とりわけ人

件費は重要なポイントではありませんか。 

 以上のような積み重ねが政治不信を招き、奉仕者

と言われる我々公務員は尊敬も信用も信頼も失って

いく存在になってしまうということではないでしょ

うか。しょせんはきれいごとの思いもありますが、

私はそのように考えます。したがいまして、民意を

代弁する者として本議案における条例改正は安易で

あると考え、反対するものであります。以上です。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は反対討論で

した。続いて賛成討論、９番 加藤弘己君の発言を

許します。９番 加藤弘己君。 

  〔９番 加藤弘己登壇〕 

○９番（加藤弘己） ９番 加藤弘己です。議案第

93号 湖西市職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例制定について、賛成の討論をさせていただ

きます。 

 今回の改正は、８月の人事院勧告に基づき職員の

俸給表水準を平均0.2％引き上げるとともに勤勉手

当を年間0.1カ月分引き上げるというものでありま

す。公務員の給与は市場原理による決定が困難であ

るため、その時々の経済、雇用情勢を反映して決定

される民間給与に準拠して定められることとなって

おり、人事院勧告は公務員の労働基本権制約の代表

措置として職員に対して適正な給与を確保する機能

を持つものであります。 

 本市はこれまでも厳しい定数管理に加え、指定管

理者制度の導入やさまざまな任用形態を活用するこ

とで、一貫して人件費に総額の抑制を図っておりま

す。また能力や職務、職責に応じためり張りのある

人事、給与制度の運用に努め、職員のやる気も喚起

してきました。 

 給与は労働に対する正当な対価として支給される

ものであります。市職員の給与等に関しては人事院

勧告に準拠することが望ましいことは言うまでもあ

りません。市職員が今後も経費削減の努力を継続し

つつも集中と選択による効果的で安定した市政運営

をしていくためにも、私は議案第93号 湖西市職員

の給与に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて、原案どおり賛成するものであります。以上で

す。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は賛成討論で

した。ほかに討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第93号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手多数であります。したが

って議案第93号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第７ 議案第94号 湖西

市特別職の職員で常勤の者の給料等に関する条例の

一部を改正する条例制定についてを議題といたしま

す。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 
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 討論を行います。討論発言通告書が提出されてお

りますので、初めに反対討論、２番 菅沼 淳君の

発言を許します。２番 菅沼 淳君。 

  〔２番 菅沼 淳登壇〕 

○２番（菅沼 淳） ２番 菅沼 淳でございます。 

 議案第94号については、常勤の特別職は選ばれし

方々であることから敬意を表しておりますが、やは

り奉仕者である公務員であります。したがいまして、

議案第93号と同様の理由において本条例改正は安易

であると考え、反対をするものであります。以上で

す。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は反対討論で

した。続いて賛成討論、９番 加藤弘己君の発言を

許します。９番 加藤弘己君。 

  〔９番 加藤弘己登壇〕 

○９番（加藤弘己） ９番 加藤弘己です。議案第

94号 湖西市特別職の職員で常勤の者の給料等に関

する条例の一部を改正する条例制定について、賛成

の討論をさせていただきます。 

 本案は議案第93号との関係を考慮し、市三役、市

長・副市長・教育長の期末手当を0.1カ月分引き上

げる改正であることから、原案どおり賛成するもの

であります。以上です。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は賛成討論で

した。ほかに討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第94号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手多数であります。したが

って議案第94号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第８ 議案第95号 湖西

市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条

例の一部を改正する条例制定についてを議題といた

します。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論発言通告書が提出されてお

りますので、初めに反対討論、２番 菅沼 淳君の

発言を許します。２番 菅沼 淳君。 

  〔２番 菅沼 淳登壇〕 

○２番（菅沼 淳） ２番 菅沼 淳でございます。 

 議案第95号について、本議案は対象にある現職と

して、内心、大変ありがたい条例改正であると理解

をしておりますが、やはり奉仕者である公務員であ

ること、民意を代弁する代表者であることから、議

案第93号と同様の理由において本条例改正は安易で

あると考え、反対をするものであります。以上です。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は反対討論で

した。続いて賛成討論、９番 加藤弘己君の発言を

許します。９番 加藤弘己君。 

  〔９番 加藤弘己登壇〕 

○９番（加藤弘己） ９番 加藤弘己です。議案第

95号 湖西市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部を改正する条例制定について、

賛成の討論をさせていただきます。 

 本案は議案第93号や議案第94号との関係を考慮し、

市議会議員の期末手当を0.1カ月分引き上げる改正

であることから、原案どおり賛成するものでありま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は賛成討論で

した。ほかに討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第95号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手多数であります。したが
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って議案第95号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第９ 議案第96号 湖西

市議会の議決に付すべき公の施設の廃止又は長期か

つ独占的利用に関する条例の一部を改正する条例制

定についてを議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第96号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第96号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第10 議案第97号 湖西

市新居地域センター条例の一部を改正する条例制定

についてを議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第97号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第97号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第11 議案第98号 工場

立地法第４条の２第２項に規定する準則を定める条

例の一部を改正する条例制定についてを議題といた

します。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第98号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第98号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第12 議案第99号 湖西

市病院事業職員の給与の種類及び基準に関する条例

の一部を改正する条例制定についてを議題といたし

ます。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。初めに７番 渡辺 貢君

の発言を許します。７番 渡辺 貢君。 
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  〔７番 渡辺 貢登壇〕 

○７番（渡辺 貢） ７番 渡辺 貢であります。

議案第99号 湖西市病院事業職員の給与の種類及び

基準に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て、お尋ねをいたします。 

 この件は９月議会で提案・可決されました企業職

員、水道の関係の企業の職員の給与の種類及び基準

に関する条例の一部改正と内容的には同じものと思

いますけれども、本来、同一の時期に提案されるべ

きものだというふうに思いますし、施行時期が違う

というのは今までそういう事情が発生しなかったと

いうことは幸いだったと思いますけれども、提案時

期が異なった理由を教えていただきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いいたします。病

院事務長。登壇してお願いします。 

  〔病院事務長 柴田佳秀登壇〕 

○病院事務長（柴田佳秀） お答えをいたします。 

 今回提出させていただきました条例の一部改正に

つきましては、９月議会で可決されました企業職員

の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正と同

様のものでございます。 

 ９月議会に上程されました企業職員の条例の一部

改正につきまして病院内で検討したところ、病院事

業職員も災害等により平日深夜に業務を行うことも

あり得ることから、条例を一部改正する必要がある

と考え、今回条例の一部改正を行おうとするもので

ございます。以上でございます。 

○議長（二橋益良） ７番 渡辺 貢君、よろしい

ですか。 

○７番（渡辺 貢） 私が思いますのは、水道の職

員も病院の職員も、同じ市の職員ということで、同

じような扱いをやはりすべきではないかなと。この

点については市本体の市の職員、一般職員も同様で

ありますけれども、そういう意味で病院であれ水道

であれ、同じような調整をした上でそれでは出しま

しょうねというのが本来の筋ではないかなと思いま

すので、そこのところがなぜこうなってしまったか

ということを教えていただきたいと、こういうこと

です。 

○議長（二橋益良） 病院事務長。 

○病院事務長（柴田佳秀） 今回、提出時期がずれ

てしまいましたことにつきましては、連絡不行き届

きがあったと認識をしております。本来ですと水道

課等と一緒に出すべきだと認識しております。 

 今後につきましては事務連絡等十分に行いまして、

行っていきたいと考えております。申しわけありま

せんでした。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） いずれにしても、この給与の

制度は一番中心になるのはやはり総務だと思います

ので、総務・水道・病院、よく連携して、こういう

ことにならないようにお願いをしたいと思います。

終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、７番 渡辺 貢君の

質疑を終わります。 

 次に６番 佐原佳美さんの発言を許します。６番 

佐原佳美さん。 

  〔６番 佐原佳美登壇〕 

○６番（佐原佳美） 議案第99号です。今、渡辺議

員への御回答で２番目の質問は取り下げさせていた

だきます。 

 では１番目の湖西市病院事業職員の管理監督職員

とはどの役職者を言うのか、お願いいたします。 

○議長（二橋益良） 病院事務長。登壇してお願い

します。 

  〔病院事務長 柴田佳秀登壇〕 

○病院事務長（柴田佳秀） お答えをいたします。 

 役職者におきましては、給与で管理職手当が支給

されている職員でございます。具体的に申し上げま

すと、行政職におきましては課長代理及び主幹以上

の職にある者、医療職におきましては医師において

副医長以上の職にある者、技術職におきましては科

長代理以上の職にある者、看護職におきましては看

護師長以上の職にある者でございます。以上でござ

います。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん、よろしいです

か。 

○６番（佐原佳美） 午前０時から午前５時までの

間に勤務するような災害がないことを祈って。わか

りました。ありがとうございました。 
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○議長（二橋益良） 以上で、６番 佐原佳美さん

の質疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方

はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第99号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第99号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第13 議案第101号 公

の施設の指定管理者の指定についてを議題といたし

ます。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。初めに５番 楠 浩幸君

の発言を許します。５番 楠 浩幸君。 

  〔５番 楠 浩幸登壇〕 

○５番（楠 浩幸） 議案第101号ですけれども、

今回の御提案で、湖西市内の運動施設の指定管理に

ついて指定管理者を設置するよというようなことな

んですけれども、対象となる施設・設備の維持管理

について、今までは市職員さんが管理をされてたと

いうことなんですけれども、今後ですけれども、指

定管理になった後、市としましてはどのように管理

をされているのかということと、あとまた管理マニ

ュアルはもう準備できているのか、その点について

お伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（二橋益良） 答弁お願いします。教育次長。

登壇してお願いします。 

  〔教育次長 落合 進登壇〕 

○教育次長（落合 進） 楠議員にお答えいたしま

す。 

 今後、市が行う管理につきましては、既にアメニ

ティプラザを指定管理してございますけれども、ア

メニティプラザと同様に、毎月の定例報告会で利用

状況また維持管理状況等を確認していきます。 

 また管理マニュアルですけれども、特に策定はし

てございませんけれども、指定管理者には、今後、

定める業務仕様書に管理の範囲、方法、基準等を規

定していきますので、それに基づき適切に管理をし

ていただくことになります。以上です。 

○議長（二橋益良） ５番 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） ありがとうございます。仕様

書によって、これから仕様書を整備していくよとい

うことなんですけれども、これ指定の期間がことし

の４月１日からですので、３月末までにその仕様書

は整備されるということでよろしかったでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） はい。今回、これ議決を

いただきましたら、契約を行いまして、仕様書を準

備していくというところでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） わかりました。２つ目の質問

に移りたいと思います。 

 これ、指定管理の目的として、市民サービスの向

上と経費削減を図るということなんですけれども、

まず経費削減の効果の見込み額を教えていただけれ

ばと思います。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 経費の削減効果といたし

ましては、直接的な削減効果は約100万円の経費が

削減されると見込まれてございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） この100万円の効果につきま

しては、次年度の予算から反映されるということで

よろしいでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） そのとおりでございます。 
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○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） わかりました。また予算のと

きにはまたチェックさせていただきたいというふう

に思います。 

 ３つ目の質問。２つ目のところと関連するんです

けれども、この指定管理となったときに期待できま

す私ども市民へのサービスの向上、具体的なサービ

スの内容として何があるか教えていただきたいと思

います。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 市民サービスの向上で期

待できることは、今回体育協会が指定管理者という

ことで、その体育協会に加盟している会員が持つ豊

富なノウハウを活用したスポーツ教室やイベントの

開催、また営繕スタッフの配置によるきめ細かな環

境保全などが、候補者から提案されてございます。

以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） また契約が締結した後にまた、

どのようなサービスが具体的に提案していただける

のか、楽しみに見守りたいと思います。以上で質問

を終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、５番 楠 浩幸君の

質疑を終わります。 

 それではここでお昼の休憩とさせていただきます。

再開は午後１時といたします。 

午前11時59分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（二橋益良） それでは休憩を解いて、午前

に引き続き議案第101号の質疑からまいりたいと思

います。 

 それでは７番 渡辺 貢君の発言を許します。渡

辺 貢君。 

  〔７番 渡辺 貢登壇〕 

○７番（渡辺 貢） それでは７番 渡辺 貢であ

ります。先ほどに引き続いて議案第101号について

お尋ねいたしたいと思います。 

 通告はしてありますけれども、さきに楠議員がお

尋ねしたそのことに回答でおおむね内容は理解でき

たんですが、さっきの質疑応答の中で、100万円ぐ

らいメリットがあるよという、そういう御答弁だっ

たと思いますけれども、100万円、何をもって100万

円なのか、主なものだけちょっと教えてもらえます

か。 

○議長（二橋益良） 教育次長。登壇してお願いし

ます。 

  〔教育次長 落合 進登壇〕 

○教育次長（落合 進） 渡辺議員にお答えいたし

ます。 

 指定管理料は、人件費、事務費、事業費、管理費

の支出の合計から、施設の利用料を差し引いた金額

としておりまして、その合計額が５カ年で２億

6,200万というふうになってございます。 

 具体的に言いますと、指定管理者からの提案は人

件費で1,760万、事務費が140万、事業費につきまし

ては2,450万、それをトータルいたしますと支出の

合計は6,340万円となります。それで利用料が約

1,100万あるというところで差し引きいたしますと

１年に5,240万の指定管理料になるという提案でご

ざいます。 

 それで私が先ほど100万円ぐらいの効果があると

いうのは、それらの人件費とか管理費等を直営で行

った場合、約5,300万以上になるというところで、

その差が100万円の差だということで回答させてい

ただいたということでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君、どうですか。 

○７番（渡辺 貢） 人件費とか事務費とか事業費、

いろいろ合わせて全体で100万程度ということで、

はっきり内容はやってみないとわからんというとこ

ろがあるかもしれませんけれども、それはわかりま

した。 

 それで、事業費というか委託費というか、公園と

かそういう部分もありますので、多分直営であって

も委託事業として草刈りとか樹木の剪定とかいろい

ろ頼んでいたと思いますけれども、その辺について、

直営の場合には見積もり合わせだとか、入札だとか、

そういうことをやると思いますけれども、今回こう

いう形、指定管理者にするということになると、ど

ういうふうになるのか。今まで従来ずっとやってき
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た方からの不安もちょっと聞いてますので、その辺

ちょっと説明していただけますか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 今言われた不安といわれ

るのは、事業者からの不安ということでしょうか。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） 今まで市のほうから発注を受

けて、やってきたけれども、制度が変わってしまう

ことによって、これからどうなるのかなと。競争で

すので、それは安いところとかサービスのいいとこ

ろへ発注すると思いますけれども、そういうのが市

直営と今度の指定管理者になった場合と、どのよう

に変化するのか、あるいはほぼ一緒ですよというの

か、そこら辺を教えていただきたい。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） わかりました。済みませ

んでした。 

 指定管理者からの提案は、基本的には直営のとき

とは変わらないというふうに聞いてございます。た

だ、議員も今おっしゃるとおり、安い中でやらなけ

ればいけないという部分で若干の競争が生まれて、

今まで従来お願いしていた業者さんに仕事が行くか

というのはちょっとわからんところですけれども、

基本的には従前どおりだというふうに聞いてござい

ます。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） わかりました。費用を少しで

も削減したいということと、サービスを向上すると

いう、相反するような部分ありますけれども、適切

な管理をお願いしたいと思います。ありがとうござ

いました。 

○議長（二橋益良） 以上で、７番 渡辺 貢君の

質疑を終わります。 

 次に14番 馬場 衛君の発言を許します。14番 

馬場 衛君。 

  〔14番 馬場 衛登壇〕 

○14番（馬場 衛） 14番 馬場 衛です。議案第

101号について質問させていただきます。 

 ４点ほど今回項目を挙げさせていただきました。

その中で１番ですが、先ほどから当局の説明をいた

だきまして、ほぼ理解はできましたんですが、１点

だけ確認をさせていただきたいと思います。 

 市民サービスの向上ということで、体育協会の参

加者たちの各組織を使ってのいろいろなイベントが

見られるというふうなお話をいただきました。ただ、

使用する側から見ると、施設の使用に対して申し込

み等こういった部分の向上というか利便性は図られ

るかどうか、その点についてまず確認をさせていた

だきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 教育次長。登壇してお願いし

ます。 

  〔教育次長 落合 進登壇〕 

○教育次長（落合 進） まず、施設の利用につい

てですけれども、従前どおり毎月利用調整会を行っ

てございますけれども、それは指定管理者になって

も同じように使用調整会議を行って使用調整をして

いくというふうに聞いてございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） 今までどおり毎月ですか。隔

月だと思ったですが、調整会を行って、施設の利用

を図っていくということです。 

 先ほども言ったように、こういった体育施設は使

って何ぼ、使われて何ぼのもんですから、しっかり

使いやすいような方法を指導していただければとい

うふうに、当局側からも一言お口添えいただければ

ありがたいと思っております。 

 次に２番目に移りたいと思います。 

 指定管理者の事務局はどこに設置されるのかをお

伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 指定管理者が事務局と呼

ぶかちょっとそこの辺はわかりませんけれども、一

応、拠点は湖西運動公園の管理事務所の中に職員を

配置すると。その職員が統括管理責任者という方が

長になって管理するというふうに聞いてございます。

以上です。 

○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） 現在のスポーツ推進課のとこ

ろに、拠点ですね、まだ事務局とはいえないと、確

認はできましたのでわかりました。 
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 その中で各施設等の連携がうまく図られるように

はされると思うんですけど、その辺の連携をする部

分についてはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 今申し上げましたように、

湖西運動公園のほうに統括の管理責任者が置かれ、

新居の体育館のほうは副統括責任者というんですか、

管理者が置かれるというふうに聞いてございます。 

 いずれにいたしましても、指定管理者の中の統括

責任者と連携を図りながら、施設の利用のほうを向

上していくというふうに聞いてございます。以上で

す。 

○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） 体育協会のほうで連携を図っ

て、各使用状況等、定期的な会合を持たれるとは思

うんですが、その辺の管理もしっかり把握されるこ

とを望みます。 

 次に３番目に移りたいと思います。 

 現在のスポーツ推進課の組織にどのような変化が

あるのかをお伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 次年度、平成29年度以降

の組織の変更につきましては、ただいま教育委員会

と総務部とで協議中でございます。近々に明らかに

なればまた御披露したいと思ってございます。以上

です。 

○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） 現段階ではまだ確定はしてな

いと、また検討されるということですが、やはりこ

れからの若い子供というか青少年の育成のためには、

しっかりとした組織の中でスポーツに親しんでもら

う。これ絶対大事なことでございますんで、やはり

縮小されて湖西市のスポーツの低下、これはあって

はならないと思うし、また高齢者においてもスポー

ツ推進委員の方々も、健康を維持するためのこうい

った取り組みというのは大変大事だと思いますんで、

一概に指定管理してしまったからその部分で職員を

減らして、そういった市のスポーツ能力の下降、下

がるというふうなことはあってはいかんと思います

ので、ぜひその辺のところについては配慮をいただ

きたいと思います。 

 それでは次の４番目の質問に移りたいと思います。 

 設備、それぞれのスポーツ運動中に起きた事故に

ついては自己責任もあろうかと思いますけど、設備

不備による事故発生時の責任の所在について、どこ

にあるのか。その辺についてお考えをお伺いいたし

ます。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 事故発生時の責任の所在

につきましては、これから締結いたします基本協定

書に定めることになりますけれども、基本的には指

定管理者の責に帰すべき事由により、第三者による

損害が発生した場合の責任の所在は、指定管理者に

ございます。それ以外につきましては湖西市のほう

になります。以上です。 

○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） その辺の線ですね。なかなか

単純に、はっきり言って今のスポーツ施設、新居の

体育館は別個として、今の運動公園、新居町の運動

公園、その他の運動公園についても、大変立派だと

は現状の時点では言えないと思うんですね。特にみ

なと運動公園については、照明器具とか定期的に点

検をされてますけど、一時は配電盤のそれが倒れる

ような事故も起きておる状況もありますし、ただ高

いところの夜間照明の照明器具については、なかな

か見た目では確認できません。そうかといって定期

的にしっかり点検ができてるというのを確認がとれ

ておりませんので、そういった部分については指定

管理者が責任をとれといってもなかなか難しいとこ

ろもありますので、そういった設備の点検について

は市のほうの考えとしてはいかがなものでしょうか。

指定管理者にお任せするのか、その辺についてはい

かがでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 基本的には細かな修繕に

つきましては指定管理料の中でお願いするんですけ

れども、議員がおっしゃるような大きな修繕につき

ましては、それは市の責任でもって施設のほうの整

備をしていくということで考えてございます。以上

です。 
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○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） わかりました。ただ、大きな

整備についてはそれは当然だと思いますが、１点だ

け確認させていただきたいんですけど、夜間照明器

具についてもかなり高所のところで専門的な検査が

必要かと思います。この検査については費用はどち

らが持たれるんでしょう｡ 

○議長（二橋益良） 暫時休憩といたします。 

午後１時15分 休憩 

───────────────── 

午後１時15分 再開 

○議長（二橋益良） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 議員のおっしゃる点検料

につきまして、指定管理料の中に含まれてございま

すけれども、今言いました細かな修繕、50万以下の

修繕につきましては指定管理料の中でやっていただ

いて、50万円を超えるものにつきましては市のほう

で責任を持って行うということですので、点検を行

って悪いとこがあれば連絡いただいて、50万以上で

したら市のほうで責任を持って直すということでご

ざいます。以上です。 

○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） その点検料が結構高価だと思

うんですね。やはり専門的な高所作業車で一つ一つ

点検するとなるとね。これ、みなと運動公園だけで

も何棟ですか、それだけでも何十万かかるんではな

いかなと。それが50万超えたら市で持つということ

と考えてよろしいですか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 50万というのは修繕料に

対してです。議員が心配されております点検料も、

過去５年間の点検のお金はこれだけかかりましたよ

ということで示して、資料として渡してございます

ので、それを含めて指定管理料の設定のほう行われ

てると思いますので御理解いただきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 馬場 衛君。 

○14番（馬場 衛） わかりました。まず、事故の

ないように、こういったものについてはしっかりと

した契約の中で実行していただければと考えており

ます。理解できましたので、私の質問は終わります。

ありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、14番 馬場 衛君の

質疑を終わります。 

 次に６番 佐原佳美さんの発言を許します。６番 

佐原佳美さん。 

  〔６番 佐原佳美登壇〕 

○６番（佐原佳美） 同じく議案第101号の指定管

理についてお伺いいたします。 

 公募により応募のあった２団体のうち、ＮＰＯ法

人湖西市体育協会が湖西運動公園ほか５施設の指定

管理者に選ばれたわけですが、次点のものよりすぐ

れていた点はどういうところでしょうか。 

○議長（二橋益良） 企画部長。登壇してお願いし

ます。 

  〔企画部長 片山彰宏登壇〕 

○企画部長（片山彰宏） 公共施設の指定管理者候

補者選定委員会を担当する部署であります私からお

答えさせていただきます。 

 ＮＰＯ法人湖西市体育協会から示されました提案

でございますけども、次点の者と比較いたしまして、

「指定管理料金の安さ」、「アメニティプラザの指

定管理者と協力した、市内スポーツ施設での連携行

事の実施」、「協会ウエブサイトでの施設情報コー

ナーの開設及び施設だよりの発行」と「地元雇用の

積極的な推進」の４点でございます。それが選定委

員から特に評価されたものと考えておるところでご

ざいます。以上で答弁とさせていただきます。 

○議長（二橋益良） ６番 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） 現在、アメニティを指定管理

されてるコナミさんが手を挙げなかったというとこ

ろでございますので、やはり先輩議員たちの御心配

と同様にどうなのかなという思いもありましたけれ

ども、そのように選定していただいたということで、

安全に管理が行われるように思っております。あり

がとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、６番 佐原佳美さん

の質疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方
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はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第101号について採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第101号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第14 議案第102号 平

成28年度湖西市一般会計補正予算（第４号）を議題

といたします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。初めに５番 楠 浩幸君

の発言を許します。５番 楠 浩幸君。 

  〔５番 楠 浩幸登壇〕 

○５番（楠 浩幸） ５番 楠 浩幸でございます。 

 議案第102号 一般会計補正予算について、２点

ほど通告してございますので、まず歳出の６款１項

４目畜産関係経費3,979万円、大きな金額となって

おります。具体的な事業内容は何か、教えていただ

きたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。登壇してお願

いします。 

  〔市民経済部長 長田尚史登壇〕 

○市民経済部長（長田尚史） 楠議員にお答えいた

します。 

 具体的な事業ですが、養豚農家の規模拡大のため

の分娩舎と離乳舎、あと母豚舎それぞれ１棟、及び

浸透膜式の浄化槽を１基の増設に対し補助をするも

のでございます。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 養豚舎の整備ということなん

ですけれども、これ、新規事業でしょうか、それと

も拡充ということでしょうか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 今回の事業は規模拡

大というための、増設の整備の経費となります。以

上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） ちなみにこの事業者さん、１

事業者さんというふうに考えればよろしいでしょう

か。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） そのとおりでござい

ます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） ２つ目の質問に移りたいと思

います。 

 大きな金額ですけれども、補助率と総事業費が幾

らになるのか教えていただきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 補助率につきまして

は消費税を除きました事業費の２分の１でございま

す。事業の総額は8,594万6,400円を予定しておりま

す。補助対象費は消費税を除いた額ですので、

7,958万円が補助の対象の事業費となります。以上

でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 大きな事業なもんですから、

また見守りたいというふうに思います。 

 ２つ目の項目に行ってよろしいでしょうか。 

○議長（二橋益良） はい、どうぞ。 

○５番（楠 浩幸） 同じく歳出ですけれども、10

款１項３目で教育指導費なんですけれども、新居小

学校が文科省の研究指定校に指定されたということ

で、大変喜ばしいことだと思います。研究のテーマ

の概要について少しお話しいただけたらと思います。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（山下宗茂） 文科省より指定を受けた研
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究テーマは、「学力の向上を図るための実践的な研

究」というものであります。これを受けて、新居小

学校において児童の学習上の課題、それから教員の

ほうの指導上の課題を把握し、国語科の授業改善や

国語科を核とした教科横断的な視点をもった授業づ

くりに取り組むという内容であります。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 学力向上を目的とした国語科

を中心に研究をされるということで理解をしました。 

 ２つ目の質問に移りたいと思います。 

 モデル校のようにしてやられるわけなんですけれ

ども、この成果の確認というのはどのようにされる

んでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（山下宗茂） 基本的には授業における児

童生徒の学習活動状況の確認、それから児童生徒の

意識調査とか学力調査の結果とかさまざまな点から

状況を把握し、課題を見つけながら、それを解消す

るために取り組んでいくということが基本的なこと

になろうかなというふうに思っています。 

 ふだんの学習状況、授業における学習状況の確認

としましては、具体的には、例えば先生が教えてる

授業中に発問をしますね、子供たちに問いかけをす

る。問いかけをすることに対して、子供たちがどう

回答するのか、どう説明するのか｡あるいは板書等

をノートに記述していくというような様子を見なが

ら、子供の習得状況を確認をしていくというのが基

本的なことかなというふうに思っています。 

 ただ、それだけではなかなか数字としてというの

か、明確な形としてあらわれてこない部分もありま

すので、補足として学力調査の結果であるとか、子

供たちにアンケート等をとった意識調査、あるいは

単元ごとの小テストの確認、さまざまな形でその成

果を確認していくということになろうかなというふ

うに思います。 

 その上で、本来の目的は授業改善をよりよく進め

ていくと。それによって子供たちが授業に向かって

いく姿勢を向上するということにありますので、こ

れは単に新居小学校だけではなくて、市内の他の

小・中学校と連携をしながら、意見交換をしたり、

授業実践について振り返ったりしながら一緒になっ

て成果と課題について考える機会を設けていくと。

その上で随時確認をしていくという形で成果を確認

をしていくというふうに考えております。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） なかなか成果を確認しにくい

ようなテーマだと思います。また、しかしながらや

はり研究の成果はしっかりと市内の各校に展開をし

ていただきたいと思いますので、連携という意味で

はいいかなとは思いますけれども、やはりベンチマ

ークはしっかりととっておいて、その研究の成果を

しっかりと把握できるような方向でやっていただき

たい。ベンチマークについてはこれから準備をされ

る予定でしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育長。 

○教育長（山下宗茂） 基本的には、これ２年の研

究指定でありまして、今年度については既に進めて

おります。今年度の状況を見ながら次年度、若干修

正・改善等を加えながら、計画に沿って進めていく

ということになりますが、文科省の指定研究ですの

で、本市だけではなくて、当然県のほうもサポート

に入ってくださっていて、そういう予定等について

は既に計画をされているという状況であります。以

上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） わかりました。また見守りた

いと思います。ありがとうございました。質問を終

わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、５番 楠 浩幸君の

質疑を終わります。 

 次に10番 竹内祐子さんの発言を許します。10番 

竹内祐子さん。 

  〔10番 竹内祐子登壇〕 

○10番（竹内祐子） 10番 竹内祐子です。議案第

102号について質問いたします。 

 説明書21ページ、歳出３款１項７目の在宅福祉費

の臨時雇賃金のところの正規職員配置に伴い臨時職

員の賃金を減額ということで質問させていただきま

す。 

 １点目、正規職員はいつから配置されたのか、お
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伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 答弁お願いします。健康福祉

部長。登壇してお願いします。 

  〔健康福祉部長 山本 渉登壇〕 

○健康福祉部長（山本 渉） お答えいたします。 

 長寿介護課は現在２名の保健師が育児休業中であ

りまして、その代替として臨時の保健師２名分の賃

金を予算計上しておりましたが、制度改正等に伴う

業務量の増加に対応するため、昨年４月１日から正

規職員の保健師１名、それから臨時職員の保健師１

名が配置をされたものでございます。以上でござい

ます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 当初488万4,000円計上されて

いました。このときは臨時さんを何名分ということ

でいいんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 保健師の臨時の賃金

としまして２名分が当初予算で計上されておりまし

た。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） そうなりますと、２名分を計

上していて、正規を１人と臨時を１人にしたんです

か。正規は新たに採用されたということでいいんで

しょうか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 今回減額しますのは、

先ほど申し上げました２名の賃金のうちの１名分を

減額するというものでありまして、正規職員につき

ましては全体の人事異動の中で、そこへ育児休業の

職員の代替で１名配置をしていただいたということ

でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 在宅福祉のほうにどこかから、

もとからいた職員さんがそこへ入っていただいて、

４月１日から仕事はしていただいてるという理解で

いいんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 新規採用ではなくて、

ほかの部署からの人事異動という形で１名正規職員

を配置、異動していただいたということでございま

す。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 最初、当初２人分の臨時さん

を484万円で計上してたじゃないですか。そのとき

は臨時さんを２人雇うつもりだったんですよね。だ

けど、お願いというか、調整し合って、正規の職員

さんがここに配置されたもんだから、臨時職員は１

人でよかったということなんですよね。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） そのとおりでござい

ます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） そこはわかりました。そうな

りますと、この臨時さんは当初から１人減額でよか

ったという理解でいいでしょうか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 予算編成の段階では

正規職員の配置がまだはっきりしておりませんでし

たので、人事当局との調整によって、まず臨時職員

２人分の賃金は当初予算に計上させていただきまし

た。その後、３月の人事異動の調整の中で正規職員

を配置するということになったもんですから、結果

的に４月から臨時職員１名分の賃金は支出していな

いということでございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） よくわかりました。 

 では次の、今減額する理由というところで、私に

してみれば、なぜ今減額なのかということを聞かせ

てください。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 課内の職員の年度途

中での産休、育休という可能性もございますので、

それに備えまして減額は見送っていたということで

ございます。半年余りが経過して、不要だと判断し

ましたので、今回減額しようとするものでございま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） よく理解できないんですけど、

まだ在宅福祉の中では産休とかそういうとられる方
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がおいでになるということで、そこの部分をとって

いたということでしょうか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 長寿介護課におきま

しては若い女性の職員も何人かおりますので、年度

の途中で産休に入るとか、あるいは病気休暇に入る

とかいうおそれもあるもんですから、執行残をその

まま流すという方法もありますけども、財政当局と

の調整の中で、もう減額しても影響はないだろうと

いうことで今回減額するという判断になったもので

ございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） わかりました。では次に行き

ます。 

 説明書41ページになります。41ページの歳出８款

５項１目の笠子住宅廃止予定に伴う移転補償費を増

額ということで、１番の初めの質問は、増額する移

転補償の内容をお伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（青島一郎） お答えいたします。 

 当初予算で５件分を計上しておりました。その５

件につきまして全て移転が完了いたしました。引き

続き移転交渉を進めておりました６件目の方と移転

の話がまとまりましたので、今回その１件分を追加

で計上させていただくものでございます。金額につ

きましては当初予算の１件分と同額でございます。

以上でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 当初は158万5,000円で、それ

で５件分を当初していて、ここの笠子住宅に入って

る方たちには毎年度全員を対象に一応説明はされて

いるんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（青島一郎） おっしゃるとおり、

全員の方に御説明をさせていただいて、順次移転を

していただけるところから移転補償をしております。

以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） それで今６件目の人が交渉に

臨んでくださったので、１件補償するということで

補正をとっています。何かこれ、去年も同じように

されていて、５件しかこの当初予算をとらないとい

う理由ってあるんですか。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（青島一郎） 当初予算で予算のほ

うが潤沢であれば予想されるといいますか、対象に

なる皆さん全てを予算計上しておきたいのは山々で

ございますけれども、いろいろな事業がございます

ので、その年の目標として、その件数をまずお願い

しようということで、５件の計上でさせていただい

ております。今回、６件目の方が話がまとまったと

いうことで、補正をお願いしたものでございます。

以上でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） わかりました。 

 それでは２番目の質問になりますが、残りは何件

にありますか。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（青島一郎） 移転対象件数は、残

り11件でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 笠子住宅は以前から早く廃止

していきたくて、この話も進めているんですけれど

も、あと残り11件になりますと、５件ずつやってい

ったとしても多く見積もって３年ぐらいでここは廃

止できるようになっていくという考えでよろしいで

しょうか。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（青島一郎） 計画といたしまして

は31年度末までには移転のほうを完了していただき

たいというふうにお話はさせていただいております。

以上でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） わかりました。ありがとうご

ざいます。では次に行きます。 

 説明書49ページになります。歳出10款３項３目と

ころで行きます。鷲津中学校の施設整備費のところ

の質問になります。 

 このことについては、いつごろ判明したのかお伺

いいたします。 
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○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 判明した時期でございま

すけれども、本年平成28年６月21日に、消防法に基

づく屋内消火栓設備の点検を実施した際、配管の漏

水を発見いたしました。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） この点検は毎年行われるもの

でしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 議員のおっしゃるとおり

です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） このことについては、昨年は

別に何も指摘はされずに、今回点検したときに漏水

しているということが確認できたということでしょ

うか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） そのとおりでございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 主な工事の内容を教えてくだ

さい。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 工事の内容でございます

けれども、３棟ある校舎のうち、消火栓配管が地中

埋設配管となっている北校舎及び中校舎への配管を、

今回露出の配管に布設がえするものでございます。

以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 今までは地中だったけれども、

今度からは露出配管とする。その露出配管でふぐあ

いというのはないんでしょうか。地中のほうよりも

露出のほうがよろしいんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 地中埋設だと、漏水した

場所がなかなか特定できないというとこがありまし

て、今回露出にしますと、漏水の箇所がすぐにわか

るという利点があります。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 約600万ぐらいかかる工事に

なりますけれども、これは見積もりをされてやはり

この金額で妥当というようになるんでしょうか。ち

ょっとこの内容がよくわからないんですけれども、

見積もり内容が。もしよかったら教えてください。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 教育総務課には技術職員

がございまして、見積もりを精査した結果、今回こ

の補正額となったものでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） わかりました。今後、露出配

管になれば、早目にいろいろ老朽化したものが点検

できると思いますので、いいかと思います。 

 では次に行きます。 

 説明書53ページ、10款６項９目の中央図書館運営

費について質問します。点検で指摘されたふぐあい

の内容はどのようなものでしたか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 今回、点検で指摘された

ふぐあいにつきましては２件ございます。いずれも

防火シャッターに関するものでございますけれども、

１点目は３基ある防火シャッターのうち１基が動作

不良ということで途中でとまってしまうというもの

でございます。２点目は３基ございます防火シャッ

ターに安全装置がまだ設置されていないということ

で、既存不適格となっているものでございます。こ

れは、シャッターがおりたときに何かが当たればと

まる、緊急停止するという装置でございますけれど

も、それがないという指摘でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） この特殊建築物設備保守点検

というのは、１年に一遍やるものですか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） これは28年に法改正がご

ざいまして、今まで中央図書館はその点検の対象建

物ではなかったんですけども、今回、対象の建物で

あるということで点検をさせていただきました。以

上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） それでは法改正になる前は、

何回ぐらい点検されていたんですか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 
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○教育次長（落合 進） 特殊建物の点検の法改正

の前は、消防法による点検がございました。消防法

による点検は毎年行ってございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 消防法による点検のときには、

防火シャッターがおりたりとかそういうもののふぐ

あいというのは見られなくて、今回よく点検したら

そういうふうになって、修理をしなければならなく

なったということでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 議員のおっしゃるとおり

でございます。今回新たに、途中でとまってしまう

というような状態が出たというところと、特殊建物

の点検では、先ほど言いました防火シャッターは途

中でとまらなければいけないんだけれども、消防法

の点検につきましては、その途中でとまらなければ

ならないという点検はないということで法改正にな

りました。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） この防火シャッターというの

は、どこについているんでしょうか。ちょっと私も

図書館行ってわからないので。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 今回のこの３基の防火シ

ャッターですけれども、中央図書館に入って、１枚

目の自動ドア入って、２枚目の自動ドアのところに

あるものでございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） これは施設管理のときに年に

何回かやはり作動するかどうかという点検はされて

いたんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 先ほどもお答えしました

ように、消防法の点検については毎年行ってござい

ます。ただ、館内の職員が１カ月に１回とか１週間

に１回の動作確認ということはやってございません。

以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） よくわかりました。何にして

も市民が安全でいられるためには、ぜひともこのよ

うなことをやっていかないといけないと思います。 

 このごろ、中央図書館とか図書館も２つあるので、

結構図書館についてはこの間の９月のときも修繕料

出されたりとかいろいろしてて、図書館についても

これからいろんな設備とかいろんなことが老朽化し

てくると思うので、修繕計画をしっかりされて、当

初から直していかなければいけないものはやはり直

していかれるようにしたほうがいいと思います。あ

りがとうございます。 

 では次に行きます。 

 次、説明書55ページになります。10款７項１目の

運動公園維持管理費のところで、みなと運動公園の

ところの話なんですけれども、いつからトイレが使

用できなかったのか教えてください。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） みなと運動公園のトイレ

につきましては、10月２日にトイレの様子がおかし

いと常駐する管理人からスポーツ推進課のほうに連

絡がございました。それを受けまして職員が状況を

確認したところ、排水が通常どおりにできないとい

うことから、使用中止にしたということでございま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 管理人さんがおいでになって、

管理人さんから連絡が来たということは、その管理

人さんは常にそのトイレの周辺とかそういうものに

ついては点検はされておられなかったんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） みなと運動公園の管理に

つきましては、管理人の方が毎日掃除をしながら各

施設の中を点検してるというような状況でございま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 樹木の根でと書いてあるんで

すけど、これ、トイレの横によほど大きな木が植え

てあってということですよね。それはやはりできな

くならなければ気がつかないような状況だったんで

しょうか。未然に防ぐことはできませんでしたか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 議員のおっしゃるとおり
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すぐ近くの樹木でなくて、周辺の樹木の根が張って

いたという状況でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） この樹木についての管理はど

こがされていたんでしょうか。管理体制に不備はな

かったのかお伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 先ほどもお答えしました

ように、管理につきましては常駐する管理人が毎日

清掃を行いながら点検を行ってございます。今回の

故障につきましては周辺にある樹木の根が地中を張

って侵食したのが原因であるため、特に管理体制に

不備があったとは考えておりません。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） わかりました。これはいつご

ろ使えるようになるのか、使用できるようになりま

すか。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 今回、この補正が議決を

いただいて、大至急修繕したいと考えております。

以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） よろしくお願いします。また

大会もふえてくると思いますので。それでは、これ

で私の質問を終わります。ありがとうございます。 

○議長（二橋益良） 10番 竹内祐子さんの質疑を

終わります。 

 ここで暫時休憩といたします。再開は２時10分と

いたします。 

午後１時58分 休憩 

───────────────── 

午後２時10分 再開 

○議長（二橋益良） それでは休憩を解いて会議を

再開いたします。 

 議案第102号の質疑から進めさせていただきたい

と思います。次に６番 佐原佳美さんの発言を許し

ます。６番 佐原佳美さん。 

  〔６番 佐原佳美登壇〕 

○６番（佐原佳美） 議案第102号、歳出の３款１

項10目、説明書21ページで、障害児通所支援事業費

についてです。平成27年、一昨年の12月補正では同

じ理由で1,700万円の補正がありまして、今回、２

倍の3,400万の補正でありますが、積算根拠を教え

てください。 

○議長（二橋益良） それでは答弁お願いいたしま

す。健康福祉部長。登壇してお願いします。 

  〔健康福祉部長 山本 渉登壇〕 

○健康福祉部長（山本 渉） 佐原議員にお答えを

いたします。 

 障害児通所給付費は、児童発達支援、放課後等デ

イサービス、障害児相談支援等に係る給付費でござ

います。 

 当初予算では9,500万円、一月当たり約792万円を

計上しておりますが、利用者の増加に伴いまして、

現時点では月平均で約1,075万円、当初予算と比較

しまして283万円の増加の見込みとなっておりまし

て、3,400万円が不足することから、今回の補正を

お願いするものでございます。以上でございます。 

○議長（二橋益良） ６番 佐原佳美さん、どうで

すか。 

○６番（佐原佳美） では２番の、利用者数は当初

より何人増加したのか。また予測はできなかったの

かお伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 一月当たりの延べ利

用人数は、平成27年度が約169人であったのに対し

まして、今年度は現時点の見込みで月平均約195人、

前年度に比べ26人、約15％の増加となるものと見込

んでおります。 

 昨年度、障害児支援利用計画作成の義務化に伴い

まして、先ほど議員お話ありましたように利用者が

増加したため、補正予算を組みまして増額したとこ

ろですが、その昨年度の実績をもとに本年度の予算

計上いたしましたが、本年度に入りまして市内に新

規事業所が１カ所開設をした関係がございまして、

利用者がさらに増加したものでございます。またそ

の新規開設の情報につきましては、予算編成後であ

ったため、当初予算には反映できなかったものでご

ざいます。以上です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 
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○６番（佐原佳美） わかりました。一つの事業所

ができたということですが、この利用されている放

課後等デイサービスとかは、これまでの事業者のと

ころへ伺ったときに近隣、湖西市外からも通われて

る人がいるということをお聞きしましたけれども、

これは市民だけ、湖西市民にだけではなくて、その

事業所に給付、補助するというものですよね。市外

の方も含めてということでしょうか、利用者は。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） まず、通所サービス

の利用につきましては、その住所地の限定が特にご

ざいませんので、市内の事業所に他市の市民の方が

利用されることもありますし、湖西市の市民の方が

浜松市の事業所を利用しているというケースもござ

います。 

 費用負担につきましては、湖西市の障害児の方、

湖西に住所のある障害児の方の分につきまして、請

求に基づいて市のほうで負担するということになっ

ております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） わかりました。給付費という

ことなので、市民にだけということでわかりました。 

 本当に毎年ふえていて、事業所も開設ということ

は利用者さんにとっては大変うれしいことではあり

ますけれども、決算は今年度の９月にしたものです

けども、既に１億円も超えておりますので、本当に

また予算編成のときに１事業所もふえたということ

で、余り補正、補正でなく、予測がうまくできたら

なと思いますので、利用者のニーズが満たされたと

いうことはいいことだなと思います。ありがとうご

ざいました。 

 済みません。申しわけありません。もう一つ。畜

産の６款１項４目ですが、先ほど同僚議員が聞かれ

ましたので、取り下げをしようと思っておりました。

言葉足らずで申しわけありません。ありがとうござ

いました。 

○議長（二橋益良） 以上で、６番 佐原佳美さん

の質疑を終わります。 

 それでは８番 吉田建二君の発言を許します。８

番 吉田建二君。 

  〔８番 吉田建二登壇〕 

○８番（吉田建二） 私は説明書29ページ、参考資

料31ページの４款１項３目の火葬場管理費について

お尋ねをいたします。 

 今回、土地購入費と補償費がそれぞれ増額になっ

ておりますけども、増額になったその事情をお尋ね

いたします。 

○議長（二橋益良） 環境部長。登壇してお願いし

ます。 

  〔環境部長 松本省貴登壇〕 

○環境部長（松本省貴） 新居斎場の進入道路につ

きましては、斎場利用者の利便性向上等を図るべく、

狭隘箇所の改善など道路の拡幅や新設に取り組んで

いるところでございます。 

 今回補正をお願いいたしますのは、主に国道301

号線から進入する道路、新幹線のガード下の北側か

ら入る道路でございますけども、その拡幅のための

用地買収及び工作物移転補償の契約締結のめどが立

ちましたことから、土地購入費及び補償費を計上さ

せていただくものでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） ８番 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 当初予算にも既に予算計上さ

れてるわけですけども、今回増額になったというの

は、例えば買収する面積が当初よりか、こういう事

情でふえてきたとか、補償物件がこうやって見込ん

でたけども、こういうような物件があって補償費が

ふえてきたとか、そういうように説明があるのかな

と思ったわけですけど、ただいまの部長からの説明

でいきますと、新幹線のガード下、それは当初入っ

てなかったですか。今回、拡幅工事の予定というも

のは、火葬場から向こうの西のほうに行く道路に１

本道路をつくるという、その新設道路だと私は思っ

てたんですけども、ガード下のところの拡幅という

ことになると、現道を拡幅するということになるわ

けですが、そこら辺の計画と当初の予定との関連は、

ちょっとどんなぐあいか、御説明をお願いいたしま

す。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（松本省貴） ただいま議員おっしゃる

ように、今回の補正のお願いは、現道の拡幅という
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ことでございます。これ以外に新たに道路を新設す

るという計画もございますけども、今まだ用地交渉

がまとまらずに、公社での買収を進めておりますけ

ども、事業化にはまだなっておりません。そんな中

で、この国道301号線からの進入部分につきまして

は、用地取得、移転補償のめどが立ちましたので、

利便性の向上という意味で、先行してできるところ

から拡幅をしていきたいということで、今回補正で

お願いをするものでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） 現道の改良工事をまず行うと

いうことですけども、できるだけ全協等を通じて、

そこら辺の計画の概要について、あらかじめ理解で

きるように説明のほうお願いしたいなとこんなふう

に思います。そしてまた市民の皆さんにも、そうい

う点で新設道路もあるけども現道の拡幅もやってい

く。いわゆる二本立てでの火葬場周辺の道路の整備

計画があるんだということを、ぜひ周知していただ

きたいなとこんなぐあいに希望いたしまして質疑を

終わります。ありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、８番 吉田建二君の

質疑を終わります。 

 ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第102号について採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手多数であります。したが

って議案第102号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第15 議案第103号 平

成28年度湖西市公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第103号について採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手多数であります。したが

って議案第103号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第16 議案第104号 平

成28年度湖西市水道事業会計補正予算（第２号）を

議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 
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 それでは議案第104号について採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手多数であります。したが

って議案第104号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第17 議案第105号 平

成28年度湖西市病院事業会計補正予算（第１号）を

議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第105号について採決いたします。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手

を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手多数であります。したが

って議案第105号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 以上で本日の日程は終了いた

しました。 

 それでは、これにて会議を閉じ、平成28年12月湖

西市議会定例会を閉会といたします。お疲れさまで

ございました。 

午後２時26分 閉会 

───────────────── 
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